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地球温暖化の原因と考えられている CO2 などの温室効
果ガスの排出量削減のために，太陽光発電 ( PV：
Photovoltaics ) や風力発電などの再生可能エネルギー（以
下，再エネ）が国内外で急速に導入されている．しかし，
PV や風力発電は変動性再生可能エネルギーとも呼ばれ，
天候や時間による変動が大きいという弱点を抱えている．
これら変動性再生可能エネルギーの大量導入は，既存の電
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これらの発電，蓄電，需要設備は，地産地消型 EMS に
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働台数を回復させており，PV 抑制を最小限に収めている
ことが分かる．
以上のデータから，LLC は，マイクログリッド内で発

PV 電力を，蓄電池や電気ボイラ・水電解
装置を統合制御することで有効活用し，再エネの地産地消
を実現していることが明らかである．

��ɹ݁ɹɹɹɹݴ

本稿で紹介した地産地消型 EMS の中核である LLC に
よって太陽光発電，蓄電池，余剰電力やその他負荷を統括
制御することで，SIGC では再エネの地産地消を完全に実
現している．今後，大量の再エネ，特に変動性再こ可能エ
ネルギーが増加すると，系統の容量の問題などによる導入


